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第2 0回難病患者･障害者と家族の

全道集会終る｡

(財)北海道発病連も今年2 0年を､又難病センターは､開設1 0年を迎えまし

た｡その記念すべき年ですので､今年は昨年に掛､て札幌行きとなりました｡

7月3 1日(土)冶勢14名で朝7時音更を出発し､午後1時30分から札幌市教

育文化会館にて開催された全道集会に参れ　終了後はグリーンホテル札幌にての

祝賀会が催されました｡

そこで1泊し､ 8月1日は朝9時にホテルを出発して､野幌森林公園に向う｡

現地に近づく頃には昨日より降り掛､ていた雨も上がり､開拓記念館や開拓の村を

見学したり､ゆったりとそれぞれ好みの場所を周って歩きました｡

昼食後に野幌を離れる｡帰路のバスの中では､ガイドさんと会員の村中さんがゲ
ームをして皆んなを楽しませてくれました｡午後6時無事音更に着きました｡

来年の全道集会は旭川と決まりました｡　　　どうぞお菜しみに!

全道集会参カロ者の声

あすなろ会　佐藤　時重

皆様こんにちは､お元気ですか､私も至極元気に過ごして居りますが､この度第

2 0匝相と言う節目の全道集会に出席出来たことを大変幸せだと思います｡会場

に着くと雨天で傘の波でした｡早速会場に入り諸先生方の話を聞かせて演きまし

たが､福祉関係舶声常に厳しい情況にあり､心して頑張りましょう｡

その後グリーンホテルに行き休む間もなく祝賀パーティが始まり楽しく話を聞い

た後夕食し､やすみました｡前より発病連の方が硬いマットにして頂くようお願

いしてあったので良く眠れました｡

翌日は良い天気となり野幌の開拓の村に寄り｢どきんこ｣と言う馬の引くテンチ

ン電車に乗り童心に帰り楽しみ､又トンボも沢山飛んでいて私達を迎えてくれまし

た｡その他かじ屋､馬そり製作所やガマの抽売り､バナナのたたき売り等菅を偲

ぶ懐かしい物ばかりで､そこで昼食､途中ドライブインに寄りましたが､メロンも

昨年の3倍強と高く横目で見ながら､美子などを求め辛に乗り､車内では｢ゲーム

｣をやり､楽しく過ごして来ました｡最後に役員の皆様方､ボランティアの方々

に大変お世話になりましたことを厚(お礼申し上げます｡皆様この集会を機会に

元気に大いに頑張りましょう｡

ここで一句l　"開拓の　むらやトンボの　お出迎え"



大谷短大1年　郷原　めぐみ

今回私にとって初めてのボランティア活動でした｡難病の種類も何もかもわか

らないまま参加させて頂きましたが､この2日間の車椅子介助をして改めて､学ん

だことがあり勉強になりました｡でも､きっと相手の患者さんはずっと不安だっ

たことでしょう｡それとホテルで一緒の部屋だったパーキンソン病の方とは3時

間位色々な話ができ､その中でパーキンソン病についても少し知識がついたので充

実した日々を送ることができ､満足している今日この頃です｡ ｢百聞は一見にし

かず｣で雰囲気をつかめたようようにも思えます｡これからも機会があればどん

どんボランティア活動に参加していきたいと思います｡

●　北海道難病連白糠･音別支部結成大会に

出席して　　　　　　支部長菅原　貞助

(財)北海道#病連自壊.音別支部結成大会が､去る9月1 2日(日)1 3時3 0

分より白糠町やまびこ会館にて盛大に行なわれました｡音更支部としては､白樺
･音別支部準備会以前より道東地区の粗放の一員として交流を続けてきた｡ご緑

もあり参加させて頂くこととなりました｡

当日は幸い好天に恵まれ山は未だ紅薬には早い時季でしたが､海岸から吹き上げ

る潮風は涼しく秋の気配が感ぜられます｡往復時は難病連十勝支部の荒尾事務局

長のご厚意により同乗させて頂き昼食後の1 3時頃会場に到着しましたが､既に道

耗病連の事務局長はじめ､釧路管内町村代表者が同支部の結成を祝い､大勢詰めか

けておりました｡白糠･音別支部準備会世話人代表二瓶賢二氏の開会の挨拶物故

●　者の黙鳶等一連の行事が進臥道射相の伊藤事務局長の記念講演｢患者会活動と
地域の医療と福祉｣があり､全日程を終了しました｡その行程の中で患者､家族

の訴えとして｢人生と私｣と屈して準備会世話人の高橋京子さんが自ら難病と闘い

ながら､ 3人の子供の育児の世話をして漸く先の見える生活に立ち至った今･過去

を振り返り､親戚をはじめ行政社会の多くの方々に､お世話していただき感謝の念

で一杯ですと発表しておられました｡又一つは当日は日曜日でしたが､白糠､音

別の爾町長はじめ保健所長､保健婦長､町議会議長､福祉部課長､ボランティア等

ご出席され､特に白糠町長は､めでたく支部が結成されたことに､祝福を送ると共

にこの支部の組織の重要性を認識され､今頃では遅きに失した感があると誇られ､

白･音支部にとって誠に力強い発育があり､白･音支部が共通の理念に向って尚一

層研錬努力され､ご発展されますよう心からエールを送り､ご報告と致します｡
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平成5年度音更町社会福祉大会開催要綱

入金スD-がン

人好き森田T　かt.ふけ～､､

あ舟たもわたしも水､ランチノア

大会趣旨

三二‡≡;≡ -=_- ;_:__-千三三‡≡三‡三≡≡‡二二三‡‡三.諾●
した｡本年度(.i地域福祉の根幹となる様々なボラン≠ィァ活動を中心に社

･会福祉大会を開催し､だれにでも､どこででももできるボランティア活動

■について､町民にアピールすることを目的とする｡

主　　　イ柁

音更町社会福祉大会英行要員会

音更町社会福祉協議会

音　　　　　更　　　　　町

日　　　時

平成5年10月17日(日)午前10時～午後3時

場　　　所

音更lnT児韮金柑

対　象　者

全　町　民
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閑地会場

大ホール　開会式･閉会式

′′

′′

雷遊戯室

ボランティアグループ･福祉施設アピールコ･-ナー

ぉ凱み抽選会　爾観王珊品J堆瑠あ析郷

福祉作文コンクール

和室5番　介離･健康相敵､介笹用品展示コーナー

〝　　6番　福祉教室

相　談　室　福祉ビデオ上映

事務室福祉機器体助コーナ-

調理室昼食バザー(¥はpLうどん.打にきサカレー)

2階ホール　知料サービスコーナー
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